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社
会
福
祉
週
間

昭
和
三
十
二
年
度
第
三
次
志
願
受
付

は
十
一
月
二
十
日
か
ら
、
昭
和
三
十
三

年
一
月
十
一
日
ま
で
ゞ
あ
る
。

志
願
希
望
者
は
、
村
役
場
に
志
願
用

紙
が
あ
る
か
ら
申
出
ら
れ
た
い

敢
近
国
民
生
活
は
や

4

安
定
し
て
き

た
と
い
わ
れ
る
が
、
な
お
県
内
に
は
約

二
十
萬
人
と
推
定
さ
れ
る
生
活
困
難
者

が
あ
り
、
引
揚
者
末
帰
遠
者
留
守
家
族

等
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
お
か

れ
て
い
る
。
い
よ
い
よ
歳
末
を
迎
え
、

f
i

か
i

る
境
遇
の
か
た
が
た
を
た
す
け
あ

一
、
一
あ
い
に
よ
っ
て
援
助
す
る
た
め
に
十
二

―
月
を
社
会
福
祉
月
間
と
し
て
全
国
的
に

主
已
叶
建
設
謳
面
給
III

．

’

-

歳

末

た

す

け

あ

い

運

助

、

引

揚

援

設

愛

十
二
月
十
五
日
、
結
班
式
に
参
l

-

i

、

ナ

の

運

動

を

展

開

し

、

こ

れ

ら

の

人

々

の

列
さ
れ
た
、
、
屎
野
地
拓
殖
課
長
、
一
校
小
沢
先
生
の
石
油
問
題
を
中
心
に
し
明
る
い
越
年
を
期
せ
ん
と
す
る
も
の
で

大
洲
財
務
所
長
、
大
洲
農
林
事
務
＿
た
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
再
建
ぶ
り
の
比
あ
る
。

所
長
そ
の
他
村
内
各
機
関
団
体
代
一
較
と
、
相
続
法
の
話
を
関
く
。
午
后
は
＿
生
活
困
難
者
待
恵
ま
れ
な
い
人
々
の

表
者
の
激
励
を
う
け
て
宿
舎
に
入
村
宇
都
宮
技
師
の
晨
業
土
木
の
講
義
と
現
状
と
実
情
に
思
を
い
た
し
村
民
こ
ぞ

っ

た

班

員

は

、

同

夜

直

ち

に

全

体

続

い

て

第

三

日

の

眠

に

人

る

。

、

つ

て

た

す

け

あ

い

運

勁

に

協

力

の

程

を

会
議
を
開
き
、
今
後
の
生
活
と
学

i

八
日
の
日
曜
を
終
つ
て
帰
る
と
、
作
切
に
お
願
す
る
。

習
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
第
業
学
習
も
本
格
化
す
る
し
、
病
気
や
仕
金
品
、
衣
料
、
米
麦
、
も
ち
、
図
害

一
回
班
と
し
て
よ
り
よ
い
実
績
を
事
の
関
係
で
お
く
れ
て
い
る
班
員
も
帰
等
な
ん
で
も
結
構
、
心
か
ら
な
る
同
情

残
す
ぺ
＜
誓
い
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
つ
て
来
る
。
生
活
に
学
習
に
、
作
業
に
を
お
届
け
下
さ
尺
主
と
し
て
地
域
内

れ
の
夢
を
抱
い
て
眠
り
に
入
っ
た
一
、
班
員
の
目
は
、
希
望
と
明
る
い
若
さ
＿
の
生
活
困
薙
者
に
配
分
す
る
予
定
で
あ

六
時
起
床
、
第
二
日
は
全
日
学
に
燃
え
て
い
る
。
班
員
の
募
集
中
、
色
〖
る
。

習
で
あ
る
。
午
前
中
宿
舎
そ
の
他
二
、
と
や
か
く
の
意
見
も
あ
っ
た
模
様
本
運
動
の
取
り
ま
と
め
は
村
役
場
厚

の
整
備
を
し
て
、
午
后
は
、
県
経
で
あ
る
が
、
生
活
の
内
容
を
直
接
目
で
一
生
係
が
当
つ
て
い
る
。

済
課
の
講
師
に
よ
っ
て
、
新
殷
村
見
る
と
、
そ
れ
が
単
な
る
心
配
に
す
ぎ

建

設

総

合

対

策

に

つ

い

て

の

学

習

な

か

っ

た

こ

と

が

分

る

。

現

在

参

加

し

／

白

臼

望

で
あ
る
。
農
村
計
画
の
歴
史
、
現
て
い
る
班
員
も
、
よ
り
多
く
の
青
年
の
・
、

在
新
し
い
村
づ
く
り
の
必
要
と
さ
参
加
を
希
望
し
て
い
る
。
．

れ
る
内
外
の
事
情
、
村
づ
く
り
の

必
要
と
さ
れ
る
内
外
の
事
情
、
村

づ
く
り
の
た
め
の
調
査
の
や
り
方

等
、
熱
心
に
勉
強
を
続
け
る
。
夜

は
班
活
動
、
班
長
、
委
員
等
の
選

．
出
を
す
る
。
＇

石
に

篭
喩

匿
手
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編．集
肱川村教育委員会

自
十
二
月
一
日

至
十
二
月
末
月

歎
択
に
す
げ
門
遵
員

グ0』冒可言
クリスススは12月25日がキリ

ストの降誕Hとして，．その日をク

リスマスとしたことょ伝えられて

いる會

クリスマスツリーについてもい

ろいるな説があるが，八世紀ドイ

ツの宣教師が，ヵジの木に人を犠

性として捧けるパガソの儀式を鎮

圧しようとしてパ皮に従う人々に

森の中で「緑。）薬をつけ天の星を

さす壬ミの木は喜びと平和のシン

ボルだ，みんな暗い森でカジの木

協で 盛〗集中
o o o . p (） 0 議は十 ＊ 。0 0 0 0 心り村 ?—; 

下ーニ特腿殷進村す歳成愛が役二 肱 晨県運学連な‘内 年
さ戸日に々協め内る末人の行員月 役川 建育営級営話育各 学
v、五三痰協婦る指 た式餅わ会十 員村 ，隊年上の資合年単 十級
箇・日の説人 均 すに運れを四 会婦 と学の本任い学位 二研
位頃餅研部 者 け協閲た開 i.i が人 の＇級溢質者を級平； 月究
‘の集は究関 研 jあ力を゜き‘ 開会 連研路 .n.の行の年 十協
削め正を係 修いすく ‘肱か 絡究 内研つ運学 六印
合・庄月．行に 会 連るり 次川 れ ＇＼‘会 容修た営級 日会
です用つつの動広の村た ‘協へ ‘ °を代に
贈かのたい計に げ よ婦，＊ 力の連 中表開
つら餅°て画協るう人 ．参営．心者く
て‘をもを力 な会． 加 にが＊

• -----------------;-------•一．

つし密業なを会し出日
年ー格委く配にてを現こ 殷 ー一 ・- --＊狂犬病予防月向字===
間反の員記布部おと在の 名業 ’：：：：： ・・

一六歩概会入し荼りりで送 簿委 下年し上予さか 、 二 て至目
0 以要へ申ま長ま‘各挙 調員 さ二ての防いんー管以犬ま詞十千
日上々提請すさすこ有人 製会 い回い犬注 さ回理上のし犬ニー
以の件出書かん°れ樹名 に委 のるを射 つ市しの活よは月月
上耕はしをらに本を者欲？ つ員 予人応 の町て犬録う必ニニ
股作本て十‘ネ5年もかは い選 防は有生 交応tいを ・ず十十

これを明るい家へ持つて1贔つてそ耕面村下二該禎もとら毎 て挙 注必し後 付役る所生 つ五五

の木をとりまき救世主の誕生を祝 に積にさ月当し十に申年 ＊人 射ず'‘九 を場人有後＊＇な日日
縦を住い末者て二し請十 をそ又十 受にはし九、しい

いなさい」とモミの木を指して言事有居°迄は‘月て齊ニ ・受のは一 け登必•‘十しで

つたのがそのま □受けつがれたと すしをたにも用村調の月 ／ け犬管日 て録ず又ー：飼
る且有ほ股れ紙常製提'-． ヽ てに理以 下し年は日 い

言われる。 '̀ l 

＇ 
- ．―,．．．．、

フラン＇ス，アメリカ，日本のはにぎやかだけれども，カトリ
すのはがけ月対ぶ て十要時査
°者月調まよ象地本行ーな間は総

ク信者は静かな祈りの日として，或は教会で，或は家庭で24 の末査しりと区村つ年る等国理

日の夜から朝にかけて祈りつ・ゞける.. -. ， 労ののた二ながは、てか資を民府
，勧―・対°月つ指九おら料月の統

外国に共通なのは贈りもので，はじめはクリス.,.スにキリス 時逍象こまて定月る全と，々＇仕計

トにさ入げる習わしだつたものが》いつの出jにか人々の間に取 間間とので完をよも国ーす調事局
． をにな地三了受りの的る査の指

交されるようになつた。日本では，ふだんの日でも贈りものを 翫，jジり区和しけ十でにもし状定

しすぎる＜旦いであるが，ぁちらではいにずらに贈りものをす べいま内地ま十ーす調のて態統
るてすで区し八月°査で経‘,．計

ることなく，その代りクリスマスには一年の交麟を感謝して必 の十°十がた戸ま 区あ済職の

ず贈り＇ものをする習慣にな＂つている。
・。 で四こ二指ががで をり問業労・

あオの‘定‘調‘ 指昭題‘餘
お歳暮やお年玉も日本調でよいが，子供逹のたei)に，忘年会 り以調三を十査小 定和等労力

の洒を減して，温いクリスマスの贈り方もよいと思う。 、．ま上査戸受二のや し二重偽調

， ←人・
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磋
喜
素
剛
予
向
茸
乙

～
立
ぃ
斎
争
言

俣
林
大
臣
赤
城
宗
徳

わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
も
つ
て
f

わ

れ
わ
れ
の
協
呵
の
力
に
よ
っ
，
て
、
わ

一
れ
わ
れ
の
生
産
を
ま
も
つ
て
い
か
ね
＾

一
ば
な
ら
な
い
。
共
済
事
業
（
生
命
共

済
、
違
物
更
生
共
済
）
は
吾
国
の
零

細
辰
業
者
が
文
字
ど
お
り
咤
お
互
＇
い

一
の
信
頼
と
協
力
に
よ
っ
て
将
来
の

偶
発
的
な
災
害
な
ど
に
備
え
r

さ
ら

に
長
期
、
か
ズ
計
画
的
な
財
産
の

一
造
成
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い

る

。

一

正

し

く

計

る

に

は

一
ま
た
そ
の
造
成
過
程
に
お
い
て
、
◎
必
ず
検
定
証
印
の
あ
る
計
量
器
を
使

；
宙
積
さ
れ
た
み
ず
か
ら
の
資
力
を
集
l

用
ず
る
こ
と

一
中
す
る
こ
と
に
よ
り
f

儲
別
の
経
済
◎
廷
正
面
か
ら
見
る
こ
と

力
を
も
つ
て
し
て
は
r

と

う

て

い

実

◎

水

平

に

す

え

つ

け
f

何
も
乗
せ
な
い

現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
駁
業
生
産
と
き
正
し
く
零
点
を
示
し
て
い
る
こ

構
造
の
近
代
化
を
推
進
し
、
さ
ら
に
と
を
確
め
て
か
ら
計
る
こ
と

晟
村
の
文
化
、
厚
生
事
業
な
ど
の
充
◎
取
引
量
の
十
分
の
一
よ
り
小
さ
い
目

夏
化
に
:
つ
て
／
辰
村
の
福
祉
と
生
一
盛
の
あ
る
は
か
り
で
計
る
こ
と

活
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
◎
計
担
翡
は
定
期
検
査
の
あ
る
と
き
は

使
命
で
あ
る
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
〉
一
必
ず
受
検
す
る
こ
と
、

裟
協
共
済
の
事
業
が
設
協
事
業
の
粕

―
華
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る

店
協
法
制
定
十
周
年
に
お
た
り
団

兵
済
事
業
の
特
別
推
進
運
助
を
展
開

一
し
つ

4
あ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
有
意

一
義
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に

全
国
の
設
民
各
位
竺
共
済
事
業
に

対
す
る
認
識
を
深
め
ま
た
あ
ら
た
に

す
る
ど
と
も
に
一
屈
の
陥
力
を
さ
れ

ん
事
を
念
願
し
て
や
ふ
ま
せ
ん
。

三
01
ハ
菜
斉

唯
今
県
下
各
設
協
て
は
g

み
の
り

共
済
と
銘
う
つ
て
全
戸
加
入
運
動
を

巧
予

ピ

g

ん
ぞ
ー

¢ ',,,, 

(ヽ―

' 

，
 

い

い

造

致

し

て

居

り

ま

す

。

情

や

か

な

し

み

の

真

実

の

姿

を

さ

が

し

肱
川
芦
協
も
歩
調
を
合
せ
て
特
別
推
た
い
。人
の
心
を
と
ら
え
る
も
の
は
美
で
な

進
を
致
し
て
居
り
ま
す
。

，
袋
協
共
済
に
加
入
し
て
そ
の
掛
金
は
く
て
は
な
ら
な
い
。
美
と
は
何
で
あ
ろ

傘

戚
村
に
苫
積
し
て
お
互
の
農
業
生
産
に
う
か
。

活
用
し
ま
し
よ
う
0

0

0

0

0

0

0

c

江
屈
一
杯
に
つ

4

ま
し
く
生
き
て
い
る

契
約
申
込
は
今
が
絶
好
の
時
で
す
。
姿
は
美
し
い
。
雑
牟
の
よ
う
に
小
さ
な

「
一
に
計
画

1一
に
伽
え
み
ん
な
そ
ろ
つ
生
命
で
あ
っ
て
も
、
自
己
を
大
切
に
喜

て

農

協

共

済

」

び

を

も

つ

て

生

き

る

姿

は

美

し

い

C

（
紆
遥
月
e

水
e

金

曜

日

の

午

前

六

時

友

情

と

か

家

庭

と

か

、

恋

愛

、

結

婚

半
よ
り
三
十
秒
南
泄
放
送
を
き
4

ま
し
な
ど
の
型
の
中
に
も
そ
れ
は
兄
ら
れ
る

よ

う

）

美

と

は

f

は
な
や
か
に
自
分
を
飾
る

こ
と
で
は
な
く
勺
人
間
性
の
い
ち
ば
ん

本
質
的
な
も
の
に
ふ
れ
合
う
魂
の
感
動

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

，

．

，

貧
し
さ
の
中
に
咲
く
可
憐
な
花
に
も

た
と
え
る
美
し
さ
が
況
ど
こ
に
し
あ
る

。
誰
に
も
あ
る
。
誰
で
も
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
筈
だ
。

芙
と
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
な
く
て
，
心
の
問
題
で
あ
る

と

し

み

じ

み

思

う

。

，

；

｀

ー
主
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愛
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園
か
ら
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十
二
月
]
日

1
十
二
月
三
十
一
日

正

量

取

引

月

間

.a 

十
一
月
十
一
日
全
国
町
村
長
大
会
東
『

京
に
於
て
凹
か
れ
る
。
池
田
村
長
出

席

人

目

に

と

ま

ら

な

い

よ

う

な

と

こ

ろ

十

二

日

全

固

町

村

訊

長

大

会

東

に
5

可
憐
な
草
花
を
見
つ
け
た
と
き
は
京
に
於
て
閲
か
れ
る
。
膝
川
詞
長
出

愛

情

が

愚

じ

ら

れ

る

。

こ

の

間

仕

事

の

席

・

合

間

に

晩

秋

の

上

高

地

へ

い

つ

．

て

、

帰

十

三

日

自

治

制

施

行

十

固

年

記

り
に
浅
間
山
麗
の
村
で
f

半

日

草

原

で

念

式

典

東

京

に

於

て

開

催

気

池

田

村

寝

こ

る

が

つ

て

苓

宵

い

空

を

眺

め

て

時

長

r

藤
川
餡
長
参
列

を
過
し
た
が
、
枯
草
に
埋
れ
て
寛
り
ん
山
田
庄
太
郎
氏
こ
の
式
典
に
お
い
て

ど

う

や

松

虫

草

の

咲

い

て

い

る

の

を

兄

受

章

．

．

，

ゐ

の

は

実

に

た

の

し

か

っ

た

。

肱

川

村

教

育

委

員

会

を

開

く

人

間

生

活

で

い

え

ば

、

さ

し

ず

め

庶

十

四

日

予

子

林

地

区

赤

痢

保

菌

民

の

生

活

へ

の

愛

清

と

い

う

こ

と

に

な

者

二

名

収

容

る
c

私

は

そ

う

言

う

人

々

の

中

に

、

愛

十

六

日

池

田

村

長

帰

付

~~~,99 

佗9ォ

本

月

の
出＼~

来

ご

と

I 、 ミソ汁をおいしく作るのは何と言つても；おいし
いミツを使う ことだが，自家製は別として，百匁

20.円ぐら松のものは脱脂ダイ・ズが原料で脂肪が

1少い。 25円から 3o円ぐらいのものは翰入ダイ．＾
ズが原料で脂肪は多いが味はおもる。

内地ダイズを使ったのは一番味は良いが百勿93,

5田以上になる。

最近は強化ミソ・が出回つている。推化ミソ 0_)中

にもBlだけのものB1 B 2、B1B2の・＼力｝砂

ユウム，B2と＊Aのもの匂四和ある。

日本人がお茶漬の味ど同じように萩しむミソ汁

をお、いしくしよう，； 、 ＇ 

十
式オ‘二岩
・帯病 月路

開諸梱式 ょ大郡入米合

六行五検―
＜廿氏田挙廿廿る洲廿市所移廿会十

日 日診百五塁甘 八参永行六五精保二収 民•ーを九
日列‘.9日日神健’日入 の日開日
下月ミー 衛所 役 た ＜ 

乳防県 山 石村松国生．‘消会め大，み

鷹玖林田 性本、翡谷；
核 l・課太・｀
務庄羹貸尉凰；裔 s 村

於営相精分に ｀岩＇た
及 長郎寺綾て委談神団於神野実
名 正氏尾井日員所園長て＇戸利 態

山・.祝 義章赤会を共会開 収
プ ‘ 賀 孝江親開開催開催．容
リ

-書塁
赤会の‘授くくにく 所南打

脇一 申る泣表を ・上かすこの 努教がにを • 
力そこし御てし心 Pげつがと混教力職‘不か勤
をうなし上叱いま配Tまた'・‘の乱育を員幸安け
お努か＇げ声たす，さ Aすと何なや委続もいの、9
願力らぽ‘ゞとれの°存かい不員け落に念教定、 {f

肱肱いすもす御い共る方 じとょ正会て着しを育に 『
川川申る本°理たに愛々 心行う常もいいて抱上関 ク
村村し覚村 解‘‘情の か届努な学まて円かいし
教上悟のロ

j夭
に温私に心＇らか力授校す学満しろて．

校育げで教．心し、共心か：おずじ凜も°校にたい‘ く•I 摂委ます育 か想関がら わ御たが‘ で解とろ稲 f
員すのの 9 ・らい係ら教 び不つ行学 の決存村々

会会°でた•おや者敬育 を満芍わ校-教•しじ民御 ・・
］ 

‘め 礼りに意の 申がり h現・育て＇まの心
御に をあょを事 し多でる場 に｀す方労
～・

でし風で いは村 と祈来 とかに決 を計上
すてぜ寒こ村ど報原へつ年そ体りな意毎し画でそ‘言け毎し

とた し間 生残ったっ 師ォ・

°元をいれ報しに稿送てはれ験多るを年な性ものえれ月と
、的忙何つてゞて随走つ山

気引日かにどながり‘よにすいとし同いと
なしのてい忙い分がか々

‘為るど十思温い為｀いるしるあやりの
にかがらすしり少ま今いしる凡矢なじ限ゆ内によ本二うか中にるばかがわつ年粧
こな多しる御まくす年年て()i爾張いこりと的はう当月．°さにあばかつ'‘たて末 1.,、
のいくもよ投せま°最がも のりでとあり精経 iこにに も
冬よなやう稿んと 后迎‘ が、

‘るかりた一ゞきらも
i一つ も をりの神済なょ

をうり雪御もでめ のぇ村
な；ほほのりだ°年した．し？

門農
し後な思得あ的的りいつ

まや協いしが・
しのかのつと間 1,,ヽ °く街

已たを〗内忍ぞ羹は ［ ［誓 [ ? t 信ii 書〗：： ： ； ［ ［ ；因〗 t［ 笈:
．l,,、大 さい、でゥ カ、 お＇ 達『みこ‘よろの上生思つし さしなは借象省毎 今配も切'-らや-•いて来よ 手〗が’じと年ううしで活うたか
のに・ヽら°ょ年ぃ

もたい、金がし年 年．も
もう‘ みば末な？方もの ビつ ほ人°人が残て．送 も‘

＂ 

‘‘‘ ソ 汁し ． 
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辰
生
委
員
会
を
開
く

投
村
宵
年
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班
結
成
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:.·•村の人口

男 4,071人＇

女 3,7 6 7” 
嗚計 7, 8 3 8” 
世帯数 11, 454世帯

勁 態 32,. 1 1.3 0 
出生死＇亡

1 2人 ‘I 4人

婚姻離婚

, 8件， 0件

鯵

あ
と
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